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《特集》文化の リソ ー ス として の身体

「身体資源」 とは何か

特集へ の 序

菅　原 和　孝
＊

「資源」の 予備的な定義

　こ の 特集の 出発点 とな る の は、身体 を 「資源」

（reSQurce ）と して捉 える と い う視角で あ る
1）

。

こ の 視角を説明す るた め の 準備 として 、 「資源

とは何か ？」 とい う基本的な問 い に取 り組 まな

ければ な らない
。

い ささか 月並 み だが 、 「無人

島」へ の 漂着者 （仮 に男 とする ）を思考実験 の

素材 と しよ う。 彼が 生 き延 び る ため には、島に

自生 す る コ コ ヤ シ の 実 を採 り、島に棲息す る イ

グア ナ を捕獲 しなければ ならない 。
コ コ ヤ シ も

イグ アナ も、彼の生存を支 える ために利用 され

る資源 とな る 。 「資源」とは、行為主体に とっ て

「有用 な物」 の こ と で ある 。 だ が 、こ れ は あ ま

りに も自明 な こ とで ある 。

　発 見に資す る視点は、も うひ と りの 人間 （仮

に女 とする）が 同 じ島に漂着する とい う状況 を

想像する と こ ろ か ら切 り拓 か れ る
2）

。 彼は 話 し

相手 を必要 と して い たか ら、彼女 を助 けよ うと

す る 。 そ こ で 、イグア ナ の 肉や ヤ シ の 実 を彼女

に さ しだす。
こ の とき、肉や 実と い う物質それ

自体だ けで な く、「彼 が彼女 にそれ を与 えた」と

い う行為 もまたこ の 二 人に とっ て 「良 い こ と」

に な る 。
こ こ か ら、暫定的に つ ぎの よ うに定義

して み よ う。 「資源 とは、二 入以上 の 人間に とっ

て 良き事／物の こ とで ある」
3〕

。 さ らに、人類

学者 （または社会学者）として のわ れ われ は 、

「二 人以上の 人剛 と い うもっ て まわ っ た言 い か

たよ りも、「共同体」とい う語 を使 うこ との ほ う

に魅力 を感 じる で あ ろ う。

「身体資源」の定式化

　それ で は 、 「身体が 共同体に とっ て良き事／物

に なる」 とい うの は、どんな状況だ ろ う。 こ の

特集 の 母体 に な る 研 究活動 を支えて い る の は 、

「資源人類学」と略称され るプ ロ ジェ ク トで ある。

プ ロ ジ ェ ク トの 構成員が 集 ま っ た総会の 席で 、

ある文化人類学者が私に言 っ た 。 「身体資源の 典

型 は、奴隷で はな い か」 と 。 同様に、首狩 りの

犠牲者 は 、 「首狩 り族」に とっ て もっ とも貴重な

身体資源で ある とい うこ ともで きる だ ろ う。 も

う少 し穏当な例を挙げる ならば、出口顕を中心

と して組織 され た 「人体部分の 商品化と流通の

研究プ ロ ジ ェ ク ト」
4）

が 焦点 をあて て い る 臓器

移植や 生殖医療にか かわる問題 群 こ そ 、共同体

（また は よ り大 きな社会）に と っ て 「良 き物」

と して 立 ち現わ れ る身体資源の 位相 を端的に 示

して い る 。 さ まざまな社会＝経済的 な文脈 にお

い て 、身体が対象化 され 、その 物質的属性 が利

用 され た り収奪 された りする こ とは、われわれ

の 生 の 紛れ もない 現実で ある 。 そ れ と同時に、

われ わ れ の 実存的な身体は 、つ ね に さ まざまな
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対象化の 圧力 に抗 い つ づ け 、 それ 自身に課せ ら

れ た限界を乗 り超 えよ うと して い る 。 身体 を対

象化する力と身体が それ 自身を超 え出 よ うとす

る運動 との あい だに生 じる弁証法 的な緊張関係

の なかで、身体 の 「資源性」 （resourcefulness ＞

を捉 える必要がある ［cf ．　WIDLoK 　2005 ：18］。

　こ こ で 、 本特集の タイ トル に用 い た く リ ソ
ー

ス 〉 とい う語 に組み こ まれ た ＝ つ の 意味 を思 い

起 こ さなければ な らない 。
つ ま りそれは、利用

可能な 「物」で ある と同時に 、 な ん らか の 実践

の た め の 「手段」で もある 。 こ の 二 重語義 と先

の無人島の思考実験とを結合させ るな らば、「身

体資源」 をつ ぎの よ うに定義で きる 。

（イ）広義 の 身体資源 とは、共同体の あ る成員

　　〔た ち）に よ っ て担 われ 、他の 成員 （たち）

　　に対 して 良き事をもた らす身体的な実践 の

　　総体 で ある。

（ロ ）狭義の 身体資源 とは 、 （イ）の ような実践

　　の 結果 と し て 、共同体 に と っ て 良き物 と し

　　て 立 ち現われ る 「だれかの 身体」の 物質的

　　特性 の こ とで ある 。
こ の 「だれ か」 とは共

　　同体の 成員で な くて もか まわ ない 。

　つ ぎに、い くつ かの民族誌的な文脈 を参照 し

なが ら、こ の 定式化 に もっ と具体的な内容 を与

えよ う。

身体資源の 狩猟 モ デル

　身体資源 の 原 型 とな る モ デ ル を、 グイ ・ブ ッ

シ ュ マ ン の 男た ちが 1980年代初頭 まで 行 な っ て

い た 、弓矢猟 にみ る こ とが で きる 。 定住化 以前

の 遊 動生活 にお い て は 、 毒矢 を使 っ て 大型の偶

蹄類 を しとめ る こ とが、肉を獲得する もっ と も

重要な手段で あ っ た。 足跡をた どっ て獲物 を発

見 し 、 近距離に忍 び よ っ て 矢 を射か ける まで の

作業 は、単独で なされ る こ とが 多か っ た 。
ハ ン

タ
ーは、獲物が逃げた方向を見定め てか らい っ

たん キ ャ ン プに帰 り、翌朝、同 じキ ャ ン プに住

む仲間の 男た ち とと もに傷 つ い た獲物 を追跡 し、

追 い つ い て と どめ を さ して か ら解体 し、肉 を

キ ャ ン プ に持ち帰 っ た ［TANAKA 　 1980：31−32］。

こ の
一

連の プ ロ セ ス を抽象化する こ と に よ り、

つ ぎの よ うな モ デル を得る 。

　 〈行為主体 〉 （以下 、単 に 「主体」 と略す）

は、あるく コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 域 〉 に属 して い

る 。
コ ミュ ニ ケーシ ョ ン域 とは 、主体 に よ っ て

「こ とばが 通 じる」 と想定され る他者た ちの 集

合 に投射され る 心的な領域で ある 。 こ れ に対 し

て 、実際にある空間的領域 を共有 し、しば しば

その なか に 相互 扶助 の 網の 目が は りめ ぐらされ

て い る よ うな人 び との 集合 を 「共同体」と呼ん

で 区別する 。 ブ ッ シ ュ マ ン の 場合 は、キ ャ ン プ

と呼 ばれる居住集団が、こ の 「共同体」に対応

する。 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 域 と共同体は必ず し

も
一

致 しない 。 た とえば幼 い 子 ど もは、共同体

の 成員で はあ る と して も 、 お となた ち と同 じ コ

ミ ュ ニ ケ
ー一

シ ョ ン 域 に属 して い る とは い え な い
。

さて 、狩猟 とい う活動に 例示 され る よ うに、主

体 の 欲望 は
、

こ の 域 の 外部 に位置 し、 自らの 自

律 した意図 と意志を もっ て行動するく他者 〉 に

対 して 向けられる 。 そ して、同 じ コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 域 に属する〈仲間〉 との 協同を通 じて 、

その 他者の 身体 を対象化 し、その 物質的な資源

性 を利用す るの である 。

　即物的 に い えば、こ の場合の 身体 資源 とは、

殺戮 され解体 され肉 と化 して 人び との 胃袋 を満

たす動物の こ と で ある。動物をも人 間 と同 じ く

＜ 他者 ＝身体〉 として捉える こ とは 、奇矯な発

想 と思わ れ るか もしれ ない
。 しか し、人間身体

と同 じ く動物身体 もまた 「ナ マ の 素材」 と して

有用 だとい うわ けで は な く、ある関係性の なか

で こ そ 初 め て 資 源 性 を獲 得 す る ［WIDLOK

2005：29］。こ の 点は、い くら強調 して もしすぎ

る こと の な い 重要な論点 である 。 キ ャ ン プに も

た らされる 「肉」 とは、獲物 を殺そ うとす るハ

ン タ
ー

の 意図 と、逃 げの びよ うとす る動物の 意

図 とが対向 しせ め ぎあ う相互 作用 の 見問違 え よ

うの な い 帰結で ある 。 言 い か えれ ば、「肉」とは、

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン域の 外部 に位置する他者の

意図 をハ ン タ
ー

の 意図が 打ち負か した とい う事
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実 を 「有形」化 して い る か ら こ そ 、 共同体 に と っ

て 「良き物」とな る の で ある 。 これ と同様 に、

移植 され る臓器 も、ナ マ の 素材 と して意味 を も

つ わ けで は な く、「ドナ
ー

（またはそ の家族）の

同意」 とい っ た、人間の 意図 と意志 を刻印され

る こ とに よ っ て は じめ て 正統性 をおび た資源 に

なる とい える 。

狩猟モ デル の変形

　グ イの 年長男性の 語 りか ら、過去 に散発 的な

略奪婚が行なわ れ て い た こ とを示唆する証拠が

い くつ か得 られ た ［菅原 2004：149−160］。 結婚

適齢期を過 ぎた仲間の 男が い るに もか かわ らず、

周囲に は配偶者 と して 適当な女がい な い 場合、

男た ち は謀議 を こ ら して 遠 くの キ ャ ン プ を襲撃

し、目あて の 女 をさら っ て きた 。 襲撃される 人

び とも同 じグイであ り、 親族関係 をた どれ るこ

とさえあ っ た 。 それ ゆ え、標的に され た女は、

本来、略奪者たち と同
一一

の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

域 に属 して い た に もか かわ らず 、 そ こ か らい っ

たん排除 された とみ なす こ とが で きる 。 また、

複数の 略奪者は 、妻 を獲得す る こ とを切望する

未婚男性 （原主体）の 代理人 と して ふ る ま っ た

とい える 。 さらわ れた女 たちの 多 くは略奪者の

隙をつ い て脱走をはか る こ とが 多か っ た ようで

あるが 、 も し彼 ら の 共同体に 「妻」 とし て 居つ

くな らば、彼 ら と同
一．一

の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 域

に復 帰した こ と にな る 。 だが 、そ の 場合で さえ

も、略奪者 に よ っ て 享受され る彼女 の 身体の 資

源性は物質的なもの で ある 。 なぜ なら、略奪の

そ もそ もの動機が 「妻」を獲得するこ とで あ り、

そ の 場合の 「妻」 とは生殖 と労働 の 担 い 手で あ

る こ とを第一義的に期待 されて い るか らで ある 。

モ デル の 拡張 （その 1 ）
一

民俗芸能の 伝承

　民俗芸能の 伝承 とい う文脈に注目する こ とに

よ っ て 、 「身体資源 の 狩猟 モ デ ル 」は大 き く拡張

され る 。 芸能 とは複雑な身体技法の 複合体で あ

179

る 。 ある コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン域の 内部にお い て 、

年長 の 熟練者か ら年少の初心者へ と技法の 受 け

渡 しが繰 り返 される。主体 としての 視点 を初心

者に とるな らば 、 彼が 欲望 を向けて い る の は、

〈 仲間 〉 た る 熟練者の 身体か ら繰 りだ され る

「無形な」（intangible）属性で ある 。 さ ら に また

こ うした芸能活動が、た とえば 「五 穀豊饒祈願」

と い っ た儀礼 の
一．一

環 と して 執 り行われ る な らば、

共同体 に と っ て 「良 き事」 を つ くりだす身体の

資源性は 、「舞を神 さまに奉納する」とい っ た文

化的表象または象徴的観念 と結合 したか たちで

生成す る。 そればか りで はない 。 たとえば、初

心者は今 まだ幼 い 自分 の息子が 、ゆ くゆ くは こ

の 活動 に参入す る こ とを期待する で あろ う。こ

の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 域 の 共時的な平面 よ りも

さらに 「深 い 」層 には、リク ル ー
トされ るべ き

く 潜在的な仲間 〉たちが無数に ひ しめ い て い る

の で ある 。

拡張 モ デル の応用

　こ の 拡張モ デ ル は、多様 な民族誌的文脈 に適

用する こ とが 可能で ある 。 た とえば「武道教室」

の 鍛練 は、コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン域 の 外側で 遭遇

す る か もしれな い く 他者 ＝ 敵 〉 に打 ち克つ と い

う潜在可 能性を志 向 しつ つ 組織され るだ ろ う。

シ ャ マ ニ ズ ム 的な 「治療儀礼」 に お い て は、精

霊 に代表 され る ような文化表象 と結合 したか た

ちで 、仲聞た ちの 病を治すとい うきわめ て 実際

的 な 目標に 向か っ て 、身体の 資源性が効力 を発

揮す る こ とに なる。 た だ し、こ の 場合 には、共

同体 と コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 域 と の 折 り重 な り

あ っ た関係 は、今 ま で に想定 した ど の文脈 よ り

も複雑 な もの となる 。 シ ャ マ ン （治療者）と依

頼人 （患者）は 、 精霊信仰 を共有す る と い う意

味で 同
一・t

の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン域 に属す と同時

に、同 じ 「村落共同体」の 成員で あるか もしれ

な い
。 だが 、 依頼者は別の 共同体か ら訪 れ る こ

と もある だろ うし、極端 な場合 は、ま っ た く異

な っ た信仰を抱 い て い るに もかかわ らず、ただ
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「病気治し」の評判だけを聞 きつ けて 来訪するか

もしれ ない
． 同時 に、シ ャ マ ン とそ の 弟子た ち

は、他 の 村人た ちに は ア クセ ス で きな い 閉鎖的

な コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 域 を共同体の 内部 に維持

して い る で あろ う。

モ デル の 拡張 （その 2 ）
一

語 り と記憶

　最後 に取 りあげる民族誌的 な文脈は 、 年長者

が 、彼よ りも年若 い 「観客」 にむか っ て 、過去

の 出来事 を語る とい う場合で ある 。 もし こ の 観

客 の なか に入類学者 を含め る な らば、こ の 例 は、

フ ィ
ー

ル ドワ
ー

クの （少な くとも一本 の ）柱 を

なす 「イ ン タ ビ ュ
ー」状況 と合致する 。 無文字

社会にお い ては 、「過去の 出来事」は つ ぎの 二 つ

の か た ちで しか存在 しな い
。 （a ）そ の 出来事に

参与 し た人 び と の そ れ ぞれが抱 い て い る 心 的表

象の 束、（b）その 人び との だれ かが語 る と い う

行為 を通 じて受肉され る公 的表象の 束
5’）

。
わ れ

われ は （a ）に接近する手段 を もっ て い な い か ら、

当然 （b） に注 目す る しか ない 。 （b）の 意味 に

お い て こ そ 、口 頭言語 （話 し こ とば）は 、 過 去

の 出来事 に とっ て の く 身体 〉 とな る の で ある 。

語 り手が記憶 を外化 しようとする 努力は つ ね に

成功 を約束 され て い る わけで はない 。そこ か ら

産出 され る公的表象は、楽 しさ、驚 き、感嘆、

興奮、恐怖 とい っ た情動的反応 を観客の がわ に

喚起する ときに こ そ 、こ の 観客 （つ まり同一
の

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン域 に属す る仲 間）に と っ て

「良き事」 とな る
。 そ の と き、語 りを 「聞きた

い 」 とい う欲望 、ある い は 、過去の 出来事の な

か に渦巻い て い た さまざまな意志や意図や欲求

とみずか らを同
一・

化 させ た い とい う欲望は 、世

界を新 し く意味づ けなお すとい う身体の 「無形

の」資源性 へ と向か っ て い る の で ある 。
こ の 意

味 におい て、語 る と い う行為 に よ っ て 受肉 され

る過去の 表象は 、 共同体に よ っ て享受され継承

され る 身体資源 となる 。 しか も、 こ の よ うな資

源性 は、「い まこ こ」の 文脈 に お い て 語 り手 と聞

き手との あい だで 進行 して い る絶 えまな い 交渉

の なか か ら生成するの で ある 。

　こ の 特集は、民俗芸能 に お ける身体資源の 再

配分、身体技法の理論的再検討 と武道教室で の

実践、シ ャ マ ニ ズム と い う特異な身体技法の 現

代的変容 、 そ して 過去の 生 業活動に 関する 語 り

に よ っ て 照射され る記憶の構造 、 とい う4 つ の

主題 をあつ か っ て い る 。 著者たちの すべ て が こ

こ で 提示 した 身体資源の モ デ ル に同意 して い る

わけで はない が、 4 篇の 論文は、こ の 序論の 構

成 に したが っ て 配列 した 。

付記

　 こ の 特集 に収め た論文 の うち菅原他 ・著 を除

く 3篇 は2004年 9 月27〜29 囗 に京都で 開催され

た 国 際 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ
‘The　Distribution　and

Construction　of　Body　Resources
’

で 発表 された草

稿 を原形 として い る。こ れ らの 草稿 は改訂 され

論文として刊行され たが 、
こ の 特集の ため に各著

者は さ ら に全 面的 な改稿 を ほ ど こ し た 。 上 記

ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 開催と論文集の 刊行は 、 文部

科学省科学研究費補助金特定領域研究 『資源の

分配 と 共有に関する人類学的統合領域の 構築』

（領域番号606　内堀基光領域代表者）の 総括班、

お よび計画研究 『身体資源 の 構築 と配分 に お け

る 生態 、象徴、医 療 の 相 互 連 関』 （課題 番 号

14083205　菅原和孝研究代表者）か ら資金 を得

て 行 なわれた 。

注

1 ）本稿は、英語の 別稿 を全面的に改稿 し、短縮 し

　 た もの で あ る 。 本特集 の 背景 をなす、人文科学 に

　おける 「身体論」 の 流れ を概説する こ とは省略 し

　 た の で 、関心 の あ る読 者 は 別稿 を参照 され た い

　［SuGAwARA 　2005］。

2） ク ッ ッ ェ
ー

の 小 説は 「ロ ビ ン ソ ン ・ク ル
ー

ソ
ー

」

　の翻案 に よ っ て こ の よ うな状況 を設定 し、言語 ・

　 コ ミ ュ
ニ ケ ーシ ョ ン ・物語の可能性 （ある い は不

　可能性）に つ い て驚 くべ き思考実験 を行なっ て い

　る 。 こ の 作品 は ス ピ ヴ ァ ク に よ っ て も詳 し く分析

　され て い る ［ク ッ ツ ェ
ー 1992；ス ピヴ ァ ク 2003］。
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3 ）こ こ で 「良い 」「良 き」 （good）と い っ た 形容詞

で表わされる意味場は、もち ろ んきわめて 直観的

に把握 さ れ て お り外延 の 不確定な もの で あ る 。 た

　だ し、レ イ コ フ と ジ ョ ン ソ ン は 、道徳 の 源泉をな

す 「良 くある こ と」 （well −being）の 概念が、人間

の 直接経験に根 ざ した普遍的な もの で ある とい

　う可 能性を示唆 して い る 。 具体的に は 、 病よ りも

健康が、隷属 よりも自由が、孤 立 し ・傷つ き ・無

視され て い る こ と よ りも社会的 に 結合 レ 庇護さ

れ ・気 づ か わ れ て い る こ と の ほ うが 「良 い 」、等々

　［LAKoFF ＆ JoHNsoN　l999 ：291］。

4 ）こ の プ ロ ジ ェ ク トの
一

環 として 、2004年 8 月 3

　日 に 東 京 大 学 に お い て
“
The　Anthropology　of

Human 　Body 　Parts　as 　Cc）mmercial 　Re −sources
”

と題

す る国際 ワ
ー

クシ ョ ッ プが開催 され た 。

5 ）心 的 表 象 （mental 　representation ）と公 的 表 象

　（public　representation ）の 区別 に つ い て は ス ペ ル

　ベ ル が論 じ て い る ［SPERBER 　l996］。
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